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平成13年２月15日 

各 位     

会 社 名          松 田 産 業 株 式 会 社                

代表者の役職氏名  代 表 取 締 役 社 長  松 田  洋                

（コ ー ド 番 号         ７４５６  東証第２部      ） 

問 い 合 わ せ 先          取締役経営企画室長  熊谷靖彦                

電 話 番 号          ０３－５３８１－０００１（代表） 

 

平成平成平成平成13131313年年年年３３３３月期月期月期月期のののの通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

 

平成12年11月15日の中間決算発表時に公表いたしました平成13年３月期（平成12年４月１日

から平成13年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

－記－ 

１． 連結業績予想 

通期（平成12年４月１日～平成13年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想 ( Ａ ) ８１，０００ ３，８２８ １，７２６ 

今 回 修 正 ( Ｂ ) ８２，０００ ４，４００ １，９５０ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) １，０００ ５７２ ２２４ 

増 減 率 １．２％ １４．９％ １３．０％ 

（ご参考） 

前期実績(平成 12 年 3 月期) 
７４，８７１ ２，４２４ １，１２４ 

前 期 増 減 率 ９．５％ ８１．５％ ７３．５％ 

 

２． 個別業績予想 

通期（平成12年４月１日～平成13年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想 ( Ａ ) ８０，０００ ３，７４０ １，６６０ 

今 回 修 正 ( Ｂ ) ８１，０００ ４，３００ １，９００ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) １，０００ ５６０ ２４０ 

増 減 率 １．３％ １５．０％ １４．５％ 

（ご参考） 

前期実績(平成 12 年 3 月期) 
７４，２０２ ２，４０９ １，０８８ 

前 期 増 減 率 ９．２％ ７８．５％ ７４．６％ 



2／2 

 

３． 修正理由 

(1) 個別業績において、売上高 80,000 百万円、経常利益 3,740 百万円、当期純利益 1,660 百万

円を計画しておりましたが、以下のような各部門の状況を背景に、業績が前回予想を上回る

見通しとなりました。 

 

①貴金属事業部門 

 上期同様、当事業部門の事業環境のうち半導体・電子部品関係が好調に推移し、主力の金

ボンディングワイヤ・貴金属化成品の販売、貴金属リサイクル原料の回収量が当初予想を

上回る伸びを示した。また、特筆すべき事項としては従来取組んでいる歯科関係からの貴

金属回収量も着実に増加し、一部白金族高騰の恩恵も受け、合わせて利益貢献した。 

②環境事業部門 

 環境事業部は、ISO14000等による企業の廃棄物排出量の削減努力により厳しい環境下に置

かれたが、営業努力によるシェア拡大を図りほぼ予算並みの利益を確保している。 

③食品事業部門 

 引続き、食品加工メーカー向けの魚介類・畜肉類・野菜類の取扱いは上期同様手堅く推移

しており、外食事業の伸長などもあり、環境事業同様ほぼ予算並みの利益を確保している。 

 

 その結果、生産部門における合理化によるコストダウンとも相俟って利益率がさらに改善さ

れたことにより、売上高は若干の改善にとどまったものの、利益面では大幅な改善になる見

込みであり、経常利益は4,300百万円、当期純利益は1,900百万円を見込んでおります。 

(2)連結業績につきましては、連絡対象各社の業績見込みが概ね計画通り推移いたしております

ので、個別業績の変動分を修正いたしております。 

 

以   上 

 


